
【一般廃棄物】

引取単価 持込単価

円 単位 円 単位

一般廃棄物 4,000 ㎥ 45 kg 焼却、埋立 小樽市の一般廃棄物収集運搬業許可業者のみの受け入れとなります。

【産業廃棄物】

引取単価 持込単価

円 単位 円 単位

廃プラスチック（ビニール） 7,000 ㎥ 60 kg 圧縮梱包 汚れがひどいものは受け入れ不可。

廃プラスチック（硬質プラ等） 7,000 ㎥ 60 kg 破砕 塩ビ管、FRPなどは受け入れ不可。

廃プラスチック（発泡スチロール） 7,000 ㎥ 7,000 ㎥ 破砕溶融 持込時も、㎥にてご精算させていただきます。

金属くず 6,000 ㎥ 20 kg 圧縮

混合廃棄物 9,000 ㎥ 65 kg 破砕、選別圧縮

※以下の品目に関しては、別途、処分会社様との処分委託締結後、又は小樽市へ処分委託申請書提出・受理後となります。

引取単価

円 単位

ガラス・陶磁器くず 8,500 ㎥

石膏ボード 9,000 ㎥

木くず（再生不可） 7,000 ㎥

木くず（再生可能） 7,000 ㎥

クーラント、不凍液 300 ℓ

トランス、コンデンサ、安定器 300 kg

絶縁油、トランス油 300 ℓ

廃蛍光灯（直管型、小） 100 本

廃蛍光灯（直管型、中） 200 本

廃蛍光灯（直管型、大） 400 本

廃蛍光灯（環状型） 200 本

廃蛍光灯（コンパクト型） 200 本

廃蛍光灯（電球型） 150 個

廃水銀灯 200 個

廃水銀灯 400 個

混載品 1,100 kg

マンガン・アルカリ電池 300 kg

ニカド電池 450 kg

リチウム電池 750 kg

※ 上記単価は、2027年3月末までとなりますが、関係法律改正等により、単価改定を行う場合がございます。

  最新の単価表については、弊社ホームページをご確認ください。

  https://occ-otaru.com/information/

※ 上記単価は、全て税別となります。

※ 産業廃棄物処理委託契約の締結が必要となります。契約締結後、受け入れ可能となります。

※ 産業廃棄物お引取、及びお持込時には、マニフェストが必要となります。

※ お引取単価は、小樽市内となります。小樽市外への引き取りにつきましては、別途お見積りとなります。

  また、一般廃棄物に関しては、小樽市内のみのお引取、及び小樽市内での発生分のお持込のみとなります。

※ お引取は、玄関先、又は屋外積み込み場所へ集積をお願い致します。運び出し作業については別途作業費が発生致しますので、事前にご相談ください。

※ お見積り、委託契約などのご相談

  株式会社オーシーシー 奥沢事業所   047-0013 小樽市奥沢4丁目28番7号

  営業時間：平日 8:00～16:00  TEL:0134-22-5600  FAX:0134-22-5601

※ 廃棄物のお持込受け入れ施設

  株式会社オーシーシー 奥沢リサイクルセンター   047-0013 小樽市奥沢4丁目27番8号

  受付時間：月曜日～金曜日  8:00～12:00、13:00～15:00

       （12:00～13:00までは昼休みの為、受付業務を休業させていただいております）

  休場日 ：毎週土曜日、日曜日、年末年始（12/28～1/5）

処理方法

品目

品目 処理方法 摘要

破砕

焼却

選別

焼却

破砕

破砕

破砕

破砕

破砕

破砕

1000W

250W、400W

サイズ問わず

サイズ問わず

選別 絶縁処置も併せてお願いします。

絶縁処置も併せてお願いします。

各電池に分別しての排出をお願いします。

上記以外のものが混入、又は分別不能状態

破砕

破砕

選別

選別

20W、30W、32W、40W

41W～110W

30W～40W

10W、20W

処理には、別途PCB不含証明書、及び分析をかける際に油を抜き取った証拠写真のセットが

必要となります。

処理には、別途PCB不含証明書が必要となります。

また、トランス内部に充填されている絶縁油・トランス油は、抜き取っていただき、油漏れ

しない別容器に移し替えての排出をお願い致します。

液漏れしない様、穴の開いていない容器にお入れいただき、しっかりフタをしてからの排出

をお願い致します。
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破砕 搬入先は、小樽市内の処分会社様に限ります。

埋立 小樽市へ処分委託申請書提出・受理後の業務実施となります。

埋立 小樽市へ処分委託申請書提出・受理後の業務実施となります。

埋立 小樽市へ処分委託申請書提出・受理後の業務実施となります。
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